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総
会
は
寺
田
事
務
局
長
を
議

長
に
選
任
し
、
は
じ
め
に
和
田

部
会
長
が
挨
拶
と
９
月

日
に

16

開
催
さ
れ
た
「
ち
ぎ
ん
の
会
」

役
員
会
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
部
会
長
は
、
総
会
参
加

者
に
謝
意
を
述
べ
、
午
前
中
に

開
催
さ
れ
た
従
組
の
定
期
大
会

の
討
論
に
も
触
れ
な
が
ら
、
来

春
か
ら
変
わ
る
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
教
科
に
「
道

徳
」
を
入
れ
る
異
常
に
も
言
及

さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
い
て
「
ち
ぎ

ん
の
会
」
役
員
会
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

᷷
ち
ぎ
ん
の
会
᷸

９
団
体
４
２
０
名
に

昨
年

月
に
発
足
し
た
「
ち

10

ぎ
ん
の
会
」
の
第
１
回
役
員
会

が
、
東
京
・
平
河
町
の
レ
フ
ラ

ス
ッ
ク
の
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
次
の
５
点
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
①
小
原
副
会
長
（
岩
手
）

が
病
気
の
た
め
、
岩
手
か
ら
の

申
し
出
に
よ
り
吉
田
千
年
氏
と

交
代
を
確
認
。
②
会
計
の
中
間

報
告
。
③
団
体
加
入
は
前
回
ニ

ュ
ー
ス
以
降
、
泉
州
・
東
北
が

加
入
し
て
、
９
団
体
４
２
０
名

と
な
り
ま
し
た
。
④
２
０
１
１

年
の
第
２
回
総
会
に
つ
い
て

は
、
来
年

月
頃
を
め
ど
に
、
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東
北
地
区
（
宮
城
県
ま
た
ほ
岩

手
県
）
で
開
催
す
る
。
な
お
、

場
所
の
選
定
は
七
十
七
・
岩
手

・
東
北
で
相
談
し
て
決
め
て
い

た
だ
く
。
⑤
本
部
総
会
（
２
年

毎
）
の
中
年
度
に
、
東
西
地
区

（
旧
地
協
地
域
）
の
行
事
企
画

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
中
島
従
組
委
員
長
は

挨
拶
で
「
現
職
５
人
も
頑
張
る

の
で
先
輩
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。
年
金
問
題
で
は
当
行
も

４
０
１
Ｋ
の
導
入
が
準
備
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

討
論
の
中
は
「
分
裂
の
中
で

賃
金
格
差
な
ど
に
よ
る
算
定
基

準
の
問
題
」
「
年
金
者
部
会
と

Ｏ
Ｂ
会
の
調
整
の
課
題
」
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た
交

流
会
は
澤
井
氏
の
司
会
で
進
め

ら
れ
、
浦
野
金
融
労
連
近
畿
地

協
副
議
長
が
来
賓
挨
拶
で
「
先

輩
組
合
員
の
協
力
で
滋
賀
で
飛

躍
を
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
マ
イ

ク
を
持
ち
近
況
を
語
り
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

＜新年度役員＞

部 会 長：和田一郎

事務局長：寺田源吾

世 話 人：植木和美

倉見栄一・坂本幸男

田中紀美子・谷一明

古田雅二・三橋俊夫

滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
・
年
金
者
部
会
は
守
山
市
に
お
い
て

月

日
午
後
２
時
よ
り
第
９
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

10

19

会
に
は

名
（
会
員

名
）
が
参
加
し
経
過
報
告
と
新
年
度
の

26

20

取
組
、
会
計
報
告
、
役
員
改
選
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
と
の
合
同
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

滋 賀 銀 行
従業員組合
年金者部会
TEL077-521-2775

FAX077-525-5232

第９回滋賀銀行従業員組合・年金者部会総会

年
金
は
ど
う
な
る
？

恒
例
の
年
金
学
習
会
は
、
河
崎
暢
夫
日
本

年
金
組
者
合
滋
賀
県
本
部
副
委
員
長
か
ら
「
年

金
は
ど
う
な
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

を
聴
き
ま
し
た
。
講
演
は
、
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
の
増
加
や
「
消
え
た
年
金
」
の
解
決

の
遅
れ
、
貧
困
高
齢
者
の
増
加
、
な
ど
年
金

を
と
り
ま
く
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

最
低
保
障
年
金
制
度
の
導
入
な
ど
年
金
制
度

の
抜
本
的
な
改
善
の
方
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。




